
*** 日英の同時通訳を利用できます ***

国際法に基づき最も深刻な犯罪の解明と責任追及について

国際刑事裁判所の果たす役割－特に児童に対する犯罪に目を向けて－

15：00 ▶ 開会・主催者挨拶

15：10 ▶ 講演①（アントワーヌ・ケシア-ムベ・ミンドゥア氏）

16：20 ▶ 休憩

16：40 ▶ 講演②（クレメント・オケチ氏）

17：50 ▶ 閉会

・会場参加 ： 法務省大会議室 （中央合同庁舎 ６号館地下１階）
・オンライン： Zoomウェビナーを用いたオンライン配信開催方法

定 員

参加方法 事前申込制 （詳細は裏面）

・会場参加 ： １００ 名
・オンライン： ５００ 名

参加費用 無料

ケニアにおける少年司法制度の発展及び暴力犯罪に関わる児童の処遇

アントワーヌ・ケシア-ムベ・ミンドゥア氏（国際刑事裁判所第二副所長判事）

クレメント・オケチ氏（ケニア内務省保護局次長）

講演①

講演②



講師紹介

【お問合せ先】
国連アジア極東犯罪防止研修所 （担当： 吉原）
〒１９６－８５７０ 東京都昭島市もくせいの杜２－１－１８
ＴＥＬ：０４２－５００－５１００（代表） ０４２－５００―５１８３（直通）
E-mail：event.unafei@i.moj.go.jp

参加申込方法
会場参加希望の方
会場参加を希望される方は、下記の①から③を明記した上で、締切期日までに電子メールでお申込みくださ
い。なお、人数が定員に達した場合はオンライン参加への変更をお願いすることがありますので、予めご了承
ください。

【締切期日】令和５年１月２０日（金）
【申込み先】電子メール：event.unafei@i.moj.go.jp
【記載事項】
件名：刑事政策公開講演会の参加申込み（例）
本文：①氏名（ふりがな）、②所属、③連絡用のメールアドレス

オンライン参加希望の方
オンライン参加を希望される方は、令和５年１月２６日（木）までに下記の参加登録ページからのご登録が必要
です。ご登録後、ご記入いただいたメールアドレスに「no-reply@zoom.us」より登録確認メールが配信さ
れます。なお、本講演会はビデオ会議ツールの「Zooｍ」のウェビナー機能を利用して開催するところ、ご出席
予定のご環境でZoomが使用可能であることをZoomの接続テスト（https://zoom.us/test）で事前に
ご確認ください。

【参加登録ページ】
https://zoom.us/webinar/register/WN_k-80P5CmR3Ohb12fxocH3Q

※お申込受付は先着順とし、定員に達し次第、締め切ります。
（定員に達した場合、参加登録ページには「登録が終了しました」と表示されます。）
●当日、何らかの理由で通信が中断し復旧困難となった場合、オンライン配信をやむを得ず中止する可能性があります。
●ご提供いただく個人情報については、当方で厳重に管理し、本イベント及び連携企画の開催、運営に関してのみ使用させていただ
きます。

クレメント・オケチ氏：ケニア内務省保護局次長

オケチ氏はケニアで３４年以上に及ぶ保護観察の実務経験を有し、刑事司法の各段階に
おける社会内処遇の発展に関わってきた。保釈中の保護観察官による監督などの新たな
非拘禁措置の導入に尽力し、ケニア大統領から勲章(Order of the Grand warrior)
を授与された。ケニアの少年司法の改革プロジェクトや、拘禁刑の代替に関する研修・業
務ツールの開発にも関わり、ケニア保護観察協会の会長も務めた。
アフリカ各国の社会内処遇の強化や、国際的フォーラムにおける社会内処遇の発信、国
連の再犯防止モデルストラテジー策定への協力など、国際的にも多くの貢献を果たして
きた。

アントワーヌ・ケシア-ムベ・ミンドゥア氏：国際刑事裁判所第二副所長判事

ミンドゥア氏（コンゴ民主共和国）は、1995年にジュネーブ大学で博士号（国際法）を取
得後、ルワンダ国際刑事裁判所の法務官及び司法手続支援部門長、旧ユーゴスラビア国
際刑事裁判所裁判官を経て、2015年に国際刑事裁判所(ICC)裁判官に就任し、2021
年から同裁判所第二副所長判事を務めている。この間、2001年から2006年にかけて、
在スイスコンゴ民主共和国特命全権大使・常駐代表及び在ジュネーブ国連事務局常駐代
表を務め、国連難民高等弁務官事務所執行委員会副委員長、G77プラス中国の議長等を
歴任した。
現在、アル・ハッサン事件（マリ）の第１審裁判長やその他事件の裁判を担当している。
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